
         

 

ホーム >> ニュース >> 2013-14 年度国際ロータリーのテーマが発表されました 

 

 

 

 

 

 12 月 ≪ 家族月間 ≫  例会プログラム＝ファミリーパーティー  

                 於：ロワジールホテル旭川 2Ｆ ザ・イーストルーム 

（12月 11日 1016 回例会の記録） 

開 会 宣 言 宮永 SAA   只今から、第 1016 回例会を開催致します   

                  小柳会長、点鐘をお願いします !! 

会  長  挨  拶 小柳 会長 

皆様おはようございます。

１２月は忘年会続きで公私ともにお忙しい事と思います。 

札医大の先生のコラムに書いてあったことですが、「はっと気づいて目が覚めると

自宅の布団の中で、昨日宴会でお酒を飲んでいたはずですが、どうやって帰宅した

か全く分からない。二次会の途中から全く思い出せない。」 

これはアルコールのせいで記憶を長く頭にとどめておくことができないからで、 

これをアルコール性記憶障害と云うそうです。 

酔う前のことは覚えていますので、そこからお酒が醒めるまでの間の記憶がすっぽ

りと抜けおちることになるので、ブラックアウトと呼ばれたりもするそうです。 

アルコールが脳に障害を与えた状態ですので、たびたび記憶を失う人は、軽いとはいえ脳にダメージが

蓄積すると考えて、お酒を控えた方がよろしい様です。 

百薬の長と云われるお酒ですが、飲みすぎると良くありませんので。 

忘年会シーズンです。くれぐれもご用心をして下さい。 

会長挨拶と致します。ありがとうございました。 

 

会 務 報 告 嵯城 幹事 

１） 旭川市内 6 ロータリークラブより、１１月分会報  

収受。 

２） 一般財団法人比国育英会バギオ基金より、 

２０１３年度事業報告書並びに基金への寄付協力 

依頼状 収受。 

 

委 員 会 報 告 脇坂 財団委員長 

  

ロータリー財団への寄付をお願いしていましたが、 

この度、全会員からのご協力を頂きました。 

本当に有難うございました。 
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ニコニコＢＯＸ 林 雅美 親睦委員   

 

竹澤元男会員：前回の例会で誕生祝を頂きまして、 

ありがとうございます。 

※ 12 月 11 日現在 累計 217,690 円 

 

メイクアップ  

12 月 4 日：福居恵美子会員・小野寺康充会員・井上雄樹会員（旭川東北 RC） 

12 月 6 日：高見一典会員（地区ロータリー財団補助金管理セミナー） 

12 月 9 日：安井裕子会員・小野寺康充会員・木村和哉会員（旭川西 RC） 

 

出 席 報 告 嵯城 幹事 

 

 

 

 

 

 

クラブ協議会 小柳 会長 ≪前期を振り返って≫ 

只今より前期を振り返ってと云う事でクラブ協議会を開催いたします。 

四大委員長さんから発表して頂きます。 

ホームページ起ち上がり・ロータリー財団水資源プロジェクト（カンチャブル 

地区）の進行・新入会員の１名入会、２名入会予定と、怖いほど順調に進んで 

行っております。 

これは会員お一人おひとり、皆様のお陰と心より感謝申し上げます。 

後期も引き続き宜しくお願い致します。ありがとうございました。 

 

※ クラブ運営委員会 高見一典 委員長 

「ロータリーに輝きを」をテーマに、小柳会長・

嵯城幹事体制のもと事業年度も早半年を終え、 

年間例会プログラム計画予定表に沿い、順調に進め

られてきました。 

例会運営委員会では、出席率向上を第一と捉え、

止む無く例会欠席の場合、他クラブ出席やメークア

ップにより、これまでに修正出席率１００％が２回、

他は８０％以上を維持しています。後期においては

さらなる出席率向上に向け、特段のご協力をお願い

致します。 

親睦委員会では、例会を明るく楽しくするための

工夫を凝らしながら、これまでに地区大会、地区協

議会、観桜会、1000 回例会記

念等も終え、来週は家族年末

クリスマスパーティーや年明

けの新年会も控えており、多

くの参加をお願い致します。                               

広報委員会では、会報発行と 

対外的 PR 活動が主体でありますが、笹川広報委員

長にご苦労頂きながら、素晴らしい会報を毎回発行

して頂いており、さらに本年９月からホームページ

を開設できたことは大変良かったことと思ってい

ます。会員の書き込み欄もありますので有効に利用

して頂きたいと思います。 

第 1016 回(12 月 11 日)例会  第 1014 回(11 月 27 日)例会  

 総   員  26 名   総   員  26 名   

出   席  21 名   修 正 出 席  24 名   

 出 席 率  80.77％    修正出席率  92.31％   

 

 

 

 

 

 

 

 



               ≪ ク ラ ブ 協 議 会 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 会員組織委員会 竹村陽子 委員長 

会員増強委員会：武田昭宏 委員長・福居恵美子 委員 

会員研修委員会：石川千賀男 委員長・佐々木靖文 委員 

当委員会は、以上の構成により運営されております。 

会員増強委員会の活躍は、今年度もめざましく、既に 10 月に林会員を迎え、 

27 年 1 月には、坂本信一さん、飯塚達夫さんの両名の入会を確定していまし

て、ファミリーパティーにご招待の予定です。 

小柳会長年度の新入会員三名の願望は、達せられそうですね。おめでとうございます。 

武田委員長曰く「皆さんのお陰です」と謙虚なご配慮でした。 

そして会員研修委員会は、11 月 20 日に会員オリエンテーションの第 1 回目実施。 

佐々木会員の時間配分が良かったのでしょう。きっちり 2 時間で終了。内容は盛りだくさんで、 

特に 3 名の若手ロータリアンによる発表は、大変に興味深く楽しいものでした。 

また、小野寺会員とともに参加した学生さん 3 名による活動の事例発表があり、当クラブとしては、

珍しいオリエンテーションとなり有意義な時間でした。 

言うまでもなく、その夜の二次会は、大変な盛り上がりようでした。 

石川委員長曰く「一生懸命勉強して、おもいっきり遊ぼう」とのことでした。 

うなずけますねぇ（笑） 

 

※ ロータリー財団・米山委員会 河﨑高麗男 委員長 ～前期活動報告～ 

米山奨学会委員会（10 月米山月間） 委員長 安井裕子・委員 木村和哉 

ロータリー米山記念奨学

事業とは、全国のロータリ

アンからの寄付金を財源と

して、日本で学ぶ外国人留

学生に奨学金を支給し、支

援する国際奨学事業です。 

そして米山月間にちなみ、

10 月の理解月間では米山奨

学会委員会の安井委員長が、米山記念奨学会の

活動についてのスピーチを行い、米山奨学会へ

の理解を深めて頂きました。 また全会員全国

平均寄付額は 16,000 円と言われておりますが、

当クラブは１人１万円以上の寄付をと支援を呼

びかけ、全員に協力を頂き目標額を達成できま

したことを、安井委員長からの報告を頂いてお

り、皆さんのご協力に感謝致しております。 

ロータリー財団委員会〈11 月ロータリ財団月間〉 委員長 脇坂慎一・委員 竹村陽一 

今年度の目標には、『世界で良い事をしよう』財団標語も下に・11 月のロータリー財団月間で人道的

プログラムの理解支援を深める啓蒙活動をする。・年次寄付目標・一人当り 200＄以上とお願いする。 

ベネファクター、ポールハリス・フェローへの推進と認証ポイントでのＭＰＨＦへ有効活用。 

・グローバル補助金を活用して、水と衛生プログラムの取組みを行う。 

財団の地区補助金・グローバル補助金等を活用し行動する。4つの目標を立てさせて戴きました。



11 月のロータリー財団月間では、ロータリー

財団脇坂委員長のスピーチで、財団の寄付はど

の様に使われているか。ポリオ撲滅や平和の推

進、財団の補助金が６つの重点分野の下に人道

的プラグラムに活用され、貧困・識字・飢餓・

水と衛生・母子の健康などの解決に使用されて

いることの理解を深めて頂きました。  

また、小柳会長からは会長職としてベネファク

ターへの寄付も戴き、認証ポイントの活用で、 

5 名の会員に MPHF に成って頂く事が出来まし

た。ロータリー財団の活動へのご理解と協力を

頂き、年次基金寄付の目標を達成させて頂いた

こと、脇坂ロータリー財団委員長より報告を受

け、ここに皆様に厚くお礼申し上げます。 

また、AMRC として 3330 地区のカンチャナ

ブリーRC の〈地域小学校に浄化装置を付け、 

子供たちに綺麗な水を提供しよう〉水の浄化 

プロジェクト GG1524113 を国際奉仕委員会事

業として支援している所であります。 

場所を今最終選定中で 12 月から 2 月末まで 

3 ヶ月には完成させたいとの報告があり、事業 

が進行すれば事業の進行状況を写真等で知らせ

ると言ってきています。 

現地訪問も国際奉仕委員会の竹澤委員長を中心

に検討されております。 当委員会目標の 90％

達成できたと思っています。 

 

※ 奉仕プロジェクト委員会 飛弾野正幸 委員長 ～前期を振り返って～ 

奉仕プロジェクト委員会の、四大奉仕部門について述べます。 

まず、妹尾委員長担当の職業奉仕は、日本メディカル(株）東川工場見学等を実施 

しております。 また、例会の初めに「4 つのテスト」の朗読で、奉仕の理念を 

深く理解することが出来ました。 

次に、桑原委員長担当の社会奉仕についても、ごみ拾い奉仕等を実施して 

おります。会員の皆様のご協力有難うございました。 

竹澤委員長担当の国際奉仕は、後期に多くの奉仕活動を予定しておりますので、会員の皆様のご協力を 

よろしくお願いします。 

小川委員長担当の青少年奉仕は、ローターアクトクラブの合併により、更に会員数を増強することを、 

親クラブとして協力したいと思っています。 会員の協力をお願いいたします。 

会員の皆様には大変お世話になっておりますが、後期も引き続きご協力とご指導をお願いします。 

        ≪四大委員長の報告を真剣に学ぶ モーニングロータリアンの皆さん≫ 

 

クラブ協議会終了後の発言 桑原義彦会員より「会報」の現状評価 

広報委員が作成している最近の「会報」は、写真も例会の流れを表現しており、文字も 

大きめで解りやすく、今後もこの様な内容で頑張ってもらいたいと思います。 

笹川広報委員長より、只今頂いた激励のお言葉を今後の力とするべく、先輩諸氏のご指

導を頂きながら、委員三人が協力し合い、より一層の内容充実に努めて参ります。 

また、会報をホームページに載せる前のチェックを、今後ともよろしくお願い致します。 

（ホームページ掲載作業は、毎回、土曜日以降に行います。） 

 

広報委員会：笹川和廣(長) 井上雄樹 佐藤克司 


